
                             

     

2015
年
度
の
定
期
総
会
が
、
５
月
14
日
（
木
） 

摂
津
市
安
威
川
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

 

役
員
・
常
任
委
員
を
は
じ
め
、
校
区
推
進
委
員 

や
推
進
団
体
代
表
者
の
出
席
（
64
名
）
の
も
と
、 

2014
年
度
の
活
動
報
告
と
2015
年
度
の
事
業
計
画
に 

つ
い
て
提
案
ど
お
り
議
決
さ
れ
、
新
役
員
も
選
出 

さ
れ
ま
し
た
。 

 

人
権
を
め
ぐ
る
社
会
環
境
は
未
だ
容
易
に
改

善
さ
れ
ず
、
と
り
わ
け
子
ど
も
・
女
性
・
障
が

い
者
・
高
齢
者
等
に
対
す
る
人
権
問
題
が
後
を

絶
た
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
今
一
度
、
人
の
命
に
直

結
す
る
人
権
課
題
に
関
心
を
深
め
、
地
域
住
民

が
そ
の
解
消
に
向
け
て
関
係
機
関
お
よ
び
各
団

体
と
互
い
に
協
力
し
な
が
ら
、
地
域
力
の
向
上

に
取
り
組
む
こ
と
は
、
最
も
重
要
で
あ
る
と
の

情
勢
分
析
を
行
い
ま
し
た
。 

摂
津
市
人
権
協
会
と
し
て
は
、
人
権
問
題
を

理
解
し
〝
差
別
問
題
を
は
じ
め
人
権
侵
害
の
現

状
や
課
題
を
認
識
す
る
〟
と
と
も
に
〝
人
権
を

大
切
に
す
る
市
民
〟
へ
と
、
意
識
の
高
揚
を
図

り
ま
す
。 

     

啓
発
事
業
に
視
点
を
置
き
、『
絆
を
基
本
と
し 

て
〝
気
づ
き
〟
と
〝
つ
な
ぎ
〟
を
大
切
に
』
を

ベ
ー
ス
と
し
て
、
組
織
の
強
化
に
努
め
、
多
く

の
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
事

業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。 

ま
た
昨
年
度
取
り
組
み
ま
し
た
「
い
じ
め
問

題
」
（
い
じ
め
＝
人
権
課
題
）
に
続
き
、
「
子
ど

も
の
人
権
問
題
」
を
主
な
活
動
の
テ
ー
マ
と
し

て
活
動
し
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

本
総
会
で
退
任
さ
れ
た
石
川
前
会
長
よ
り
、

「
8
年
と
い
う
永
き
に
わ
た
り
、
会
長
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
日
ま
で
協
会
が
大
き
な

問
題
も
な
く
、
着
実
に
成
長
発
展
で
き
ま
し
た

こ
と
は
、
ひ
と
え
に
多
く
の
会
員
各
位
と
関
係

者
の
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り

ま
す
。
厚
く
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
後
と
も
、
協
会
が
柴
田
新
会
長
を
核
に
し

て
、
更
に
発
展
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま

す
」
旨
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

柴
田
新
会
長
か
ら
は
、
「
人
権
を
め
ぐ
る
社

会
の
情
勢
は
、
誠
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す

が
、
石
川
前
会
長
が
築
き
上
げ
ら
れ
た
協
会
の

事
業
と
成
果
を
よ
り
前
進
・
発
展
さ
せ
て
い
け

ま
す
よ
う
、
会
員
各
位
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
」
旨
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

2015
～
2016
年
度 

人
権
協
会
役
員 

会 

長 
 
 

柴
田

し

ば

た 
 

茂
し
げ
る 

副
会
長 

 
 

村
上

む
ら
か
み 

弘
二

こ

う

じ 

副
会
長 

 
 

山
下

や
ま
し
た 

弘
子

ひ

ろ

こ 

副
会
長 

 
 

筒
井

つ

つ

い 

顕
子

あ

き

こ 

副
会
長 

 
 

馬
場

ば

ば 
 

博
ひ
ろ
し 

監 

事 
 
 

楢
村

な
ら
む
ら 

一
臣

か
ず
お
み 

監 

事 
 
 

中
田

な

か

た 

孝
倫

た
か
の
り 

事
務
局
長  

 
 

東
江

と

う

え 

晃
男

て

る

お 

 
 

（
敬
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略
） 
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２
０
１
５
年
度 

事
業
計
画
・
予
算
が
決
定 

２
０
１
5
年
度 

定
期
総
会 

報
告 

新 会 長 

柴 田  茂 



 
  

映
画
「
あ
る
精
肉
店
の
は
な
し
」
の
監
督
で
あ
る
纐
纈

は
な
ぶ
さ

あ

や
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
〝
い
の
ち
を
食
べ
て 

い
の
ち

は
生
き
る
〟
と
い
う
テ
ー
マ
で
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
の
映
画

を
挟
ん
で
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

 

私
た
ち
が
、
日
ご
ろ
か
ら
美
味
し
く
い
た
だ
い
て
い
る

「
牛
肉
」
で
す
が
、
屠
場

と
じ
ょ
う

の
状
況
を
は
じ
め
、
実
態
を
垣

間
見
聞
き
す
る
こ
と
に
よ
り
理
解
が
深
ま
り
、
差
別
や
偏

見
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

参
加
者
（
82
名
）
か
ら
は
、
「
屠
場
の
映
像
に
緊
迫
感

と
迫
力
に
衝
撃
と
感
銘
を
受
け
た
」
、
「
尊
い
命
を
い
た
だ

い
て
人
は
生
き
て
い
る
こ
と
に
感
謝
す
る
」
、
「
改
め
て
、

命
の
大
切
さ
を
認
識
で
き
ま
し
た
」
、
「
差
別
や
偏
見
は
、

〝
事
実
を
知
ら
な
い
、
知
ろ
う
と
し
な
い
〟
と
こ
ろ
か
ら

生
ま
れ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
」
な
ど
、
多
く
の
反
響
を
い

た
だ
き
、
大
変
有
意
義
な
講
演
で
あ
り
ま
し
た
。  

  

                             

 
 

開
催
予
定
日
／
12
月
上
旬
予
定 

行
き
先
／
兵
庫
県
赤
穂
市
内
の
博
物
館
等 

 

名
称
／
講
演
と
コ
ン
サ
ー
ト
の
集
い 

第
１
部 

「
こ
れ
が
、
ほ
ん
ま
の
坂
田
三
吉 

 

～
将
棋
名
人
の
実
像
～
」(

仮
題) 

講
師
・
大
山
勝
男
さ
ん 

第
２
部
コ
ン
サ
ー
ト 

開
催
予
定
日
／
１
月
～
２
月 

開
催
場
所
／
安
威
川
公
民
館 

 

▼ 

第
二
中
校
区 

▲ 

会
議
・
行
事
の
実
績
報
告 

名 

称
／
人
権
コ
ン
サ
ー
ト 

～
ジ
ャ
ズ
で
癒
し
の
ひ
と
と
き
を
～ 

開
催
日
時
／
６
月
21
日
（
日
） 

午
後
２
時
よ
り 

開
催
場
所
／
新
鳥
飼
公
民
館 

集
会
室 

参
加
者
／
70
名 

内
容
／
癒
し
の
コ
ン
サ
ー
ト 

 

会
議
・
事
業
の
予
定 

 

名
称
／
人
権
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク 

 

 
(

一
中
校
区
と
共
催
予
定) 

開
催
予
定
日
／
12
月
上
旬
予
定 

行
き
先
／
兵
庫
県
赤
穂
市
内
の
博
物
館
等 

   

総
会
後
の
記
念
行
事 

纐纈
はなぶさ

 あや さん 

校 

区 

活 

動 

報 

告 

 ▼
第
一
中
校
区 

▲ 

会
議
・
行
事
の
実
績
報
告 

名
称
／
第
１
回 

役
員
会 

開
催
日
時
／
５
月
７
日
（
木
）
午
後
６
時
～ 

 

開
催
場
所
／
摂
津
小
学
校
・
校
長
室 

出
席
人
数
／
６
名 

内 

容
／
今
年
度
の
実
施
事
業
の
企
画
に
つ
い
て 

 

①
講
演
会
（
２
回
） 

第
１
回
目
を 

 

月
・ 

月
ご
ろ
を
予
定
。 

第
２
回
目
を
１
月
・
２
月
を
予
定
。 

ど
ち
ら
も
安
威
川
公
民
館
と
共
催
。 

②
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク 

二
中
校
区
と
の 

共
催
事
業
と
し
て
、
12
月
上
旬
を
予
定
。 

 

〈
事
業
の
予
定
〉 

名
称
／
講
演
と
コ
ン
サ
ー
ト
の
集
い 

第
１
部 

「
識
字
学
級
と
学
ぶ
喜
び
」(

仮
題) 

講
師
・
日
野
範
之
さ
ん 

開
催
予
定
日
／
10
月
～
11
月
を
予
定 

開
催
場
所
／
安
威
川
公
民
館 

第
２
部 

コ
ン
サ
ー
ト 

 

名 

称
／
人
権
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク 

 
 

 
 

（
二
中
校
区
と
共
催
予
定
） 

10 

11 



  

名
称
／
人
権
講
演
会 

 

開
催
予
定
日
／
２
月
を
予
定 

開
催
予
定
場
所
／
新
鳥
飼
公
民
館 

 

内
容
／
タ
イ
ト
ル
「
～
盲
導
犬
と
人
権
～
」 

 

▼
第
三
中
校
区 

▲ 

会
議
・
行
事
の
実
績
報
告 

名
称
／
街
頭
啓
発
活
動 

開
催
日
時
／
６
月
24
日
（
水
）
午
後
４
時
よ
り 

開
催
場
所
／
Ｊ
Ｒ
千
里
丘
駅
前
付
近 

 

参
加
者
／
10
名 

 

内
容
／
交
通
マ
ナ
ー
を
呼
び
か
け
る
街
頭
啓
発 

 

名
称
／
人
権
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク 

開
催
時
期
／
７
月
５
日
（
土
） 

開
催
場
所
／
さ
か
い
利
晶
の
杜 

参
加
者
／
10
名 

◇
千
利
休
・
与
謝
野
晶
子
の
世
界
観
に
触
れ
る 

こ
と
が
で
き
た
。 

 

▼
第
四
中
校
区 

▲ 

会
議
・
行
事
の
実
績
報
告 

名
称
／
四
中
校
区
総
会 

開
催
日
時
／
６
月
５
日
（
金
） 

午
後
７
時
３０
分
～ 

開
催
場
所
／
味
生
体
育
館 

集
会
室 

出
席
人
数
／
25
名 

 

内
容
／ 

①
平
成
26
年
度
事
業
報
告
・
会
計
報
告
・
会
計
監
査
報
告 

 

②
新
役
員
の
承
認 

③
平
成
27
年
度
事
業
計
画
（
案
）
予
算
（
案
） 

 

名
称
／
役
員
会 

開
催
日
時
／
７
月
10
日
（
金
）
午
後
７
時
30
分
よ
り 

開
催
場
所
／
味
生
小
学
校 

校
長
室 

出
席
人
数
／
10
名 

内
容
／
議
事
内
容 

本
年
度
の
活
動
予
定
に
つ
い
て 

 

▼ 

第
五
中
校
区 

▲ 

会
議
・
行
事
の
実
績
報
告 

 

名
称
／
第
１
回 

役
員
会 

開
催
日
時
／
５
月
18
日
（
月
） 

午
後
５
時
～ 

開
催
場
所
／
鳥
飼
小
学
校 

校
長
室 

出
席
人
数
／
６
人 

内
容
／
今
年
度
の
体
制
と
活
動
計
画 

『
人
権 
ほ
し
空
コ
ン
サ
ー
ト
』 

開
催
の
打
ち
合
わ
せ 

 

名
称
／
『
人
権 

ほ
し
空
コ
ン
サ
ー
ト
』 

開
催
日
時
／
７
月
４
日(

土)

午
後
２
時
～ 

開
催
場
所
／
鳥
飼
東
公
民
館 

２
階
集
会
室 

参
加
者
／
約
140
名 

内
容
／
人
権
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
鑑
賞 

 
 
 
 

“
デ
ュ
オ
・
は
も
ー
る
”
に
よ
る
女
性
二
重
唱 

  

  

す
べ
て
の
人
は
、
一
人
ひ
と
り
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。
人
は
み
ん
な
、

違
い
＝
「
個
性
」
が
あ
る
か
ら
こ
そ
尊
い
の
で
す
。
人
そ
れ
ぞ
れ
の
「
個

性
」
が
い
か
さ
れ
て
、
社
会
が
で
き
て
い
ま
す
。
必
要
と
さ
れ
て
い
な

い
人
な
ど
い
ま
せ
ん
し
、
誰
か
が
優
れ
て
い
た
り
、
劣
っ
て
い
た
り
す

る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
社
会
を
虹
に
た
と
え
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
虹
は
七
色
の
違
っ
た
色
で
で
き
て
い
ま
す
。
七
色
が
そ
れ
ぞ

れ
の
色
を
た
も
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
虹
は
美
し
い
の
で
す
。
わ
た
し

た
ち
は
、
そ
う
し
た
多
様
な
「
個
性
」
を
持
っ
た
人
た
ち
の
中
で
暮
ら

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
時
と
し
て
他
の
人
と
出
会
っ
た
と
き
に
、

違
い
に
と
ま
ど
っ
た
り
、
違
い
を
怖
れ
た
り
、
違
い
か
ら
逃
げ
た
り
し

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
違
い
と
向
き
合
う
こ
と
を
避

け
続
け
て
い
る
と
、
永
遠
に
違
い
を
楽
し
む
こ
と
を
知
る
機
会
を
の
が

し
て
し
ま
い
ま
す
。
他
の
人
と
の
新
た
な
出
会
い
は
、
多
様
な
「
個
性
」

を
見
つ
け
だ
し
、
自
ら
の
人
間
性
を
深
め
る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
考
え

る
、
発
想
の
転
換
が
必
要
で
す
。 

   

わ
た
し
た
ち
が
人
間
ら
し
く
生
き
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
幸
せ
を
築

い
て
い
く
権
利
。
そ
れ
が
「
人
権
」
で
す
。
わ
た
し
た
ち
す
べ
て
は
、

人
間
と
し
て
等
し
く
同
じ
人
権
を
有
し
て
お
り
、
一
人
ひ
と
り
が
「
か

け
が
え
の
な
い
存
在
」
な
の
で
す
。
自
分
の
権
利
の
み
な
ら
ず
、
他
の

人
の
権
利
と
尊
厳
に
つ
い
て
も
深
く
理
解
す
る
。
そ
し
て
、
自
分
の
権

利
を
行
使
す
る
と
き
に
と
も
な
う
責
任
を
自
覚
し
、
人
権
を
相
互
に
尊

重
し
合
う
・
・
。
そ
れ
が
「
共
に
生
き
る
社
会
」
で
す
。 

 

『
人
権
情
報
ガ
イ
ド 

ゆ
ま
に
て
な
に
わ 

29
号
』 

大
阪
府
府
民
文
化
部
人
権
局 

発
行
よ
り 

 

  

 

人
は
違
う
か
ら
こ
そ
尊
い 

 

と
も
に
生
き
る
社
会
と
は 

 

 


